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平成１６年度第１回流山市男女共同参画審議会の会議概要 
 
 
日 時  平成１６年８月１８日（水）午後１時３０分から午後３時４５分 
場 所  流山市役所庁議室 
出席者  岩出 誠    内海崎 貴子   矢吹 稔 

紅谷 幸夫   林 ゆう子    伊藤賢一  
鶴見 喜代美  井上 洋子    加藤 啓子 
境 昭彦    牧 尚輝     村田 朝子 

                 （委員１３人中１２人出席） 
事務局  企画部次長     石井 泰一 
     男女共同参画室長  松田 美知子 
     男女共同参画主査  中村 章 
 
議 題 

１ 会長、副会長の選任について 
２ 流山市男女共同参画プランについて 

     ３ 本市の男女共同参画施策の現状について 
     ４ 審議事項の検討について 
     ５ その他 
 
【審議の概要】 
議題１について 

会長副会長の選任については、委員互選の結果、会長に矢吹 稔

委員、副会長に鶴見 喜代美委員が就任した。 
 
議題２～５について  
会 長   それでは流山市男女共同参画プランについて議題にさせていただ

きますので事務局からご説明をお願いいたします。 
 
事務局   流山市男女共同参画プランについてご説明いたします。資料１を

ご覧ください。流山市男女共同参画プラン平成１５年度実施事業及

び平成１６年度予定実施事業一覧をご覧ください。流山市では平成

１４年３月に流山市男女共同参画プランが作成され、現在そのプラ

ンに基づき庁内各課で事業が実施されております。本年度も４月に

庁内各課で平成１５年度事業結果と平成１６年の事業予定の報告を
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依頼しまして、資料１の男女共同参画プラン平成１５年度実施事業

及び平成１６年度予定実施事業一覧を作成しました。 
プラン作成後平成１４年度は各課からの事業の報告を受け、平成

１５年度から２年間はこのようなプランの進行管理を進めておりま

す。 
流山市男女共同参画プランの推進につきまして皆様のご意見を頂戴

したいと存じます。プランの中の１の審議会の状況というのがござ

いますが１の４の上から５番目に公民館運営審議会があります。 
 定数１２女６男６であり、課題問題点とありますが課題内容が達

成されているひとつなのでご紹介しました。あとは５３ページの資

料で、各課のお茶汲みの表がありますが、かなりの部分で関係職員

各自でおこなわれ、女性のみというところが少なくなってきていま

す。 
 以上簡単でございますがプランの実績については、皆様にお配り

してありますので何かございましたらご指導いただきたいと思いま

すのでよろしくお願いします。 
 
会 長   それでは、ただいまご報告のとおりでありますが、この資料はあ

らかじめ皆様のところにお送りしてございますので、ご覧いただけ

たかと存じます。自分の興味がありましたところ、お気づきのとこ

ろ、こういうところを指摘したいというところがありましたら、ご

発言いただきたいと思います。 
 
Ａ委員   １－５の審議会の予算が出てますが、昨年が２３８千円だったの

ですが人数が増えても変わってないですね。回数を増やしたのでし

ょうか。 
 
事務局   変わっておりません。３回の予算ですが、１回は研修会の予算で

す。年々予算が削られているのですが、来年の話になりますが一応

３回分の予算を確保しようと思いますが研修会につきましてはボラ

ンティアで参加していただければとお願いするかもしれません。 
 
会 長   財政上きついような状況なので、そのようなことじゃないかと思

います。 
この他にお気づきの点があれば、ご発言いただきたいと思います。 
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副会長   プランの中で各審議会委員の男女の割合を４割を下回らないよう

にする。２番女性委員のいない審議会等をなくす。３番審議会委員

の公募枠の拡大を図る。というふうな方向が出ているわけでござい

ますが、今の現状を見させていただきますと、あいかわらずこれが

なかなか達成できていない、唯一公民館がやっているところが課題

の達成をしているというところで、なぜ出来ないのということで、

課題、問題点等というところで書かれていることは、主なこととし

ては、まず、公募枠というのが専門家とかがあって、なかなか公募

枠が作れないという審議会があります。そうじゃなくて公募枠を作

れるのだけど公募をしてもなかなか応募がないという所があります。

そして公募が少なくて、女性の応募が少ないので取り上げられない

という問題点が出されています。それから自治会の役員だとか行政

連絡員だとかあるいは各種団体にお願いした場合、そこから代表と

して送り出される方が女性が少ないので、こちらからこういう人を

出してくれとは言えないので仕方がなくこうなっているんだという

内容の問題点がある。それから学識経験者ということにおきまして

もやはり、たとえば医師会、薬剤師会というところの代表がどうし

ても男性となっているので仕方がないというふうな、そういったこ

とが共通した課題として出ていたと思う。これはいつまでたっても

しょうがないことなので じゃ、どうするのかということだと思う。

その辺の所をやはり具体的にたとえば公民館がうまくいったという

にはそれなりに努力されたこともありますでしょうし、ノウハウと

いうか、やり方ということもある。いろいろ成功しているところか

ら勉強させていただいたり、あるいは、具体的にそういう問題点を

クリアするにはどうしたらいいかというところを具体的に詰めてい

かなければ、延々と問題が繰り返されるという感想を持ちました。 
 
会 長   ありがとうございました。いま、いろいろ市の関係の審議会等で

の女性の参画が非常に少ない。これはやはり努力目標にもう少し近

づける方法がないものだろうかというご提案でありますが、これは

結局ここで結論がでれば市のほうに提案することになると思うので

すが、基本的に大事な問題と思いますが皆様いかがでしょうか。 
審議会の性格によっては、非常に専門性が高くて、女性の専門資

格を持っていらっしゃる方が少ないというものは別として、やはり

いろいろな分野で女性の進出が望まれるわけですけれども。 
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Ｊ委員   私もここにくる前にはまったく普通の市民として子育だけをして

いたのですが、女性をもっと引き出して登用するといったＰＲに限

ると思う。わたしのまわりにも、もっともっといろいろな優秀な方

がいらっしゃるので、市ではもっと女性の力を必要としているんだ

ということをＰＲしていただいて、街に埋もれていらっしゃる力の

ある女性を引き出す方法にしていったらどうでしょうか。 
 
会 長   自発的に参加するような状況を作れということでしょうか。それ

には必要性を強調すること、人材の発掘の方法を具体的に、先ほど

ちょっと副会長が申されましたけどいろんな団体からの推薦とか、

その辺ひっくるめてどう具体的にどう戦術を立てたらいいかという

ことだと思うのですが。 
 
Ｇ委員   的を得てないかもしれませんが、わたしはＰＴＡに所属しており

ますが、こんなにもいろいろな審議会があるのだとこの資料を見て

始めて分かったのですが、普通のお母さん方は、あるのは分かって

いても、どんなことをやっているのかなと思います。そういったこ

とをまず知らしめなければならないということと、一番やっぱりお

母さん方でＰＴＡの方で優秀な方がいらっしゃって、会長さんなん

かをやっている方もいますので、そういう方がもっとどんどん出れ

ばいいんじゃないかなと思うんですが、学校を通してそういう状況

が入ってくれば、すごく母親の目に止まると思うのですが、私のほ

うも学校を通していろいろやりたい公民館の事業があったのですが、

学校を通すとすごく難しいみたいで、そういったことには関われな

いとか、同じ生涯学習部で教育長の下にいるのにどうしてそういう

ことができないのかなと思うことがありまして、その辺を市のほう

で改善していただいて、横の風通しをよくして動きやすくしたらい

いと思います。こんなところにそういった情報を流していただいて、

たとえば男女共同参画の講座とかを授業参観のあとなどに機会があ

れば学校のＰＴＡにきいてもらうとか、それが出来なくても公民館

で集めて話をしていただくとか、そういう機会をもっとできたら私

はいいと思うのですが、実現するにはいろいろ制約があると思いま

すが実施できたらいいと思います。 
 
会 長   いまのご意見を伺っていると、いつもこういう問題を審議すると

きに言われることじゃないかと思うのですが、役所の縦割り行政と
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横断的な連絡というのがいつも問題になると思うのだけど、そうい

うところがこれから先どういうふうに努力目標にして克服していく

かというのが課題かと思います。 
 
Ｉ委員   ４割というのはどこからきたのでしょうか。４割を下回らないと

いうのはどういうところから、なぜ４割じゃなければいけないので

しょうか 
 
会 長   資料はありますか。 
 
Ｉ委員   うちのマンションの自治会役員は全部女性ですよね。これでいい

のでしょうかということです。逆にいうと。４割というのはどう解

釈していいのか。 
 
副会長   本来は男性と女性が同等が基本である。ということなんですが第

１段階として、流山市では４割という目標をたてられたのではない

かと思いますが。 
 
Ｈ委員   基本法で１０分の４というのがありますね。第２５条第３項に「男

女のいずれか一方の議員の数は、同号に規定する議員の総数の１０

分の４未満であってはならない。」 
 
副会長   基本法にしたがっているということですね。 
 
Ｉ委員   ゆうゆう大学のですね、県の生涯大学は６：４なので、女性４割

で報告しているので、変な因縁の数字があるので、なんかそういう

ので設定してるのかなという感じもしないわけでもなかった。基本

法で決まっていればそれを重視していいのかなと思う。 
 
会 長   先ほどちょっとご指摘がありましたけど、こういった審議会の委

員を公募するときには広報にはどんな風に募集していましたか。何

かご記憶ありますか。 
 
副会長   今回は５月１５日の広報で審議会委員募集、男女共同参画社会の

実現にあなたの力をということで、比較的大きく出ています。 
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会 長   他の審議会はどうゆうふうに。 
 
事務局   やはり同様です。 
 
会 長   わかりました。この件についてどなたかいかがですか。 
 
Ｇ委員   広報にはこれ１回限りで、期間が短いので見逃したらわかりませ

んよね。 
 
Ｈ委員   広報は１回ですよね。紙１枚でいいから自治会に回覧を回しても

いいですよね。 
 
事務局   かなりの時間と手間がかかります。また、自治会の方でも手間が

かかることから、広報に載せられるような内容は控えて欲しいとの

要請があります。 
ちなみに、今年はインターネットで市役所のホームページの中の

男女共同参画の中で募集記事を出しました。 
 
会 長   ありがとうございました。これはボリュームのある報告ですので、

これに目を通すのは大変難しいと思いますが、基本的議論はこの辺

でまとめたいと思いますがよろしいですか。 
 
Ｂ委員   今の加藤さんの話のところで、プランの８なんですけど、ジェン

ダーに敏感な視点を持った人材育成のための講座等を開催するとい

うことで、公民館が担当してるということですが、１５年度も実施

していない、１６年度も実施する予定がないということですが、た

とえばＧ委員さんのお話と比べてみるとこうしたところで公民館を

中心として、人材育成とか審議会に関してだとかのいろいろな情報

を流し、さらにそういった地域の人たちが出席できるようなそうい

った講座を少しづつ設置することで、そこで出会った人たちがネッ

トワークをつくるようになっていき、審議会の委員にもっていける

ようになればいい。しかもその講座の中身をたとえば、ある程度審

議会にいけるような方向付けのしたものとし、しかも、ジエンダー

が入っているような講座を運営する。生涯学習施設で講座を設定す

ることによって人材の発掘とその先につながるんじゃないかなと思

う。それが１点なんですが。 
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あと、これはこの後、他の中身についてもでてきますか。 
 
会 長   この報告については３番目からまた変わります。 
      これを全部見る予定はありません。 
 
Ｂ委員    気になるんですけど、ジェンダーフリーという言葉をどうする

か、これから考えていかなければならないのですが、１９ページ

ではジェンダーフリー教育の推進というところを拝見したのです

けど１の「学校におけるジェンダーフリー教育の推進を図る。」と

いうところで、１５年度は人権研修会の開催はわかるんですけど

１６年度は心の教育推進になっているんですね。どなたがおやり

になったかわからないのですけれど、講師の選任に苦慮している

ということですが学校の部分を見てみますと、講師に関してどう

いった経路で講師を選んでいるか後でお知らせいただけたらあり

がたいです。 
あと、教員研修なんですけど昨年私は、学校教育の中で教員研

修を男女平等教育として、ぜひやって欲しいとお願いしたんです

けど、どうも１回で終わってるみたいなので、やはりこれは継続

的に何年間かの継続研修のような形で、まず教員研修をしっかり

やっていただきたいということです。もう１点Ｇ委員さんがおっ

しゃっていたことなんですけど、まさに家庭教育学級ですとか、

ＰＴＡ活動の講演会ですとかこういった中に、なくはないんです

けど全部の小中学校のＰＴＡの方にいってるのかなという疑問が

でてきたものですから、家庭教育、保護者の方々に働きかけてい

くことはすごく大事だと思います。まずは、教員研修と家庭教育

学級やＰＴＡを通した保護者向けの研修というか講座というか情

報提供というか、そういうことをぜひ教育委員会がやっていくこ

とが必要と思います。ですから教育委員会にどういった視点で教

員研修をおこなって欲しいというようなことをお話するというか、

それともう一点は、保護者向けの研修会というか情報提供を考え

て段階的につくっていくことがすごく大事で、学校を通してとい

うとすごく効果が高いんですね。我孫子市は私ずっとやってきた

のですが教員研修、蔵書点検は５年目なのですが毎年夏１日やる

んですね。その後松戸市でやりましたけど、家庭教育学級で保護

者の方を対象とした人権教育ですけれどもジェンダーの講座をず

っとやってたんですね。とっても効果があったので、言葉をまず
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知っていただくというか、中身を知っていただくという意味で効

果があったので、ぜひ流山でも教育委員会でそういったことをや

っていけるといいなと考えています。 
   また、子供の将来のために、これから多文化社会に育っていく

子供たちのために「プランの基本目標Ⅱ男女平等意識の定着 ジ

ェンダーフリー教育の推進」を積極的に進めていただきたい。こ

れらの事業にもっと予算をつけないと動きづらい部分があると思

いますので教育委員会に伝えていただけたらと思います。 
 

 
会 長    ありがとうございました。ただいまのご意見に対して事務局で

何か対応できる考えがさしあたってありますか。 
 
事務局    プランの推進を積極的に図るよう教育委員会に伝えたいと思い

ます。 
 
会 長    やはりこういった考え方は非常に、その市の職員に対するいろ

いろな改革のＰＲも必要ですけれども、やはり学校というのは、

本来であればやりやすい場所のはずですので打診してみる必要が

あると思います。 
 
Ａ委員    千葉県女性センターの資料がお手元にもございますが、実はそ

こに教育者用の講座があります。もちろんそこは無料なのでそう

いうのは利用されてるのでしょうか。 
 
事務局    推進本部の研究会に教育委員会の指導課の先生がおりますので、

その方に参加してもらっています。また、学校の方では、そうい

う研修を受ける制度があって、3 名ほど派遣していると聞いており

ますが、申し込み多数で抽選で参加しているということです。  
 
Ｂ委員    これの講師について、今年は私やらなかったのですが去年やっ

たときは茂原だとか遠方からきましたが、流山は１名だったと思

う。かなり遠くてもお見えになるので、だからやっぱりこれ無料

ですから利用してもらうこともいいですし、人権教育ですから男

女平等とかジェンダーは、教育委員会に働きかけていただいて、

事業経費なしということですがなんとか参加して欲しいですね。 
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Ｇ委員    家庭教育講座には学校からしかたなく人数を集めて公民館に来

てもらっているので、来年度のことを考えると家庭教育講座とい

うとなかなか人が集まりにくいので強制的ではなく、もうちょっ

と形を変えて家庭教育大学という形にして自主的に参加できるよ

うにしたら参加者も増え、いろいろな情報が引き出せるし、いい

仲間づくりができると考えます。   
 
Ｊ委員    私も生涯学習専門員として公民館の講座でＧ委員と二人で構想

を練ってますが、自分から学習しようとする気持ちで家庭教育講

座の学習をして欲しいという気持ちがあるので、人権教育をやり

たいと思うが、まだ４月に入ったばかりで今年度の企画は間に合

わないがぜひ来年に向けやっていきたいと思う。 
 
Ｇ委員    地域ボランティア等の人たちといろんなことをやっていきたい

と思う。 
 
Ｂ委員    子供をキーワードにネットワークを作り、子育てネットを作る

と良いのではないでしょうか。柏市の近隣センター５箇所で「子

育て」なんですが、どういうシステムかわからないけどいらっし

ゃっている方は、地域の小中学校にお子さんを送っている方で、

別に男女共同参画でなく子育てなんですが、ジェンダーも入れる

ことができるので、そういうノウハウを聞いてみたらよいと思う。

予算がないとコピーひとつ取るのもたいへんだと思う。事業経費

がなしなので、これやってくださいというのはちょっと大変だな

と思ったのですけど。たしか沼南町に何回か伺ったのですが、あ

の辺にノウハウがあるのではないかと思うのですけど、安くあげ

られるように考えて欲しい。 
 
会 長    いろいろと付随して問題が出て参りますけど、これからの動き

を決めていきたいと思います。この問題はこれでよろしいでしょ

うか。 
ありがとうございます。それでは次に進めさせていただきたい

と思います。 
議題３番目、本市の男女共同参画施策の現状について、説明を

お願いします。 
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事務局    つづきまして、議題３本市の男女共同参画施策の現状について

ご説明いたします。 
 

資料（２）をご覧ください。 
まず１枚目に、本年４月に、千葉県が調査いたしました、「千葉

県男女共同参画に係る推進体制等調査結果」のなかから、流山市

職員の女性管理職の割合は、県平均等を下回っておりますものの、

議会議員や、審議会の委員の女性登用状況は、県平均､市平均を上

回っております。 
次に、平成１６年度 条例制定状況がございます。 
ご案内のように､平成１６年７月現在､千葉県は、全国都道府県

の中でただ１県､男女共同参画に関する条例が制定されておりま

せん。また、全国約３,３００の市区町村におきましては、１９６

の市区町村が条例を制定しておりますが、資料にございますよう

に､千葉県内では、４市が条例を制定し、１市が今年度中に制定を

予定しております。 
つづきまして､流山市男女共同参画推進体制・流山市男女共同参

画推進本部名簿・平成１６年度流山市男女共同参画推進本部幹事

会幹事・平成１６年度流山市男女共同参画推進本部研究会委員、

と、それぞれございます。これらは、流山市男女共同参画推進本

部設置要綱に基づきまして、庁内関係部署による、市の職員によ

り構成され､男女共同参画に関する施策の推進等の中心的役割を

担っております。今年度は、男女共同参画プランの｢基本目標Ⅱ男

女平等意識の定着｣ ｢基本的課題４女性の人権の尊重｣ 施策の

方向２,女性問題に関する調査・研究をおこなう のなかの､事業№

６４ 職員の実態や啓発すべき事柄を的確に把握するため、定期

的に意識調査を行う。市職員の意識調査を実施する。報告書を作

成する。又事業№７８の職場における市職員の男女共同参画に関

する意識調査を行う。市職員の意識調査を実施する。報告書を作

成する。 とあります、これらプランの事業に基づきまして流山

市職員の意識調査を予定しております。 
最後に「平成１６年度男女共同参画事務年間予定表」がございま

す。先ほどご説明申し上げました､男女共同参画推進本部、本日開

催の男女共同参画審議会、男女共同参画プラン進行管理、啓発事業

等ございます。 
以上、議題３本市の男女共同参画施策について､皆様の､ご指導ご
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意見を頂戴いたしたいと存じます。よろしくお願いいたします。 
 
会 長    ありがとうございました。ただいまの説明のとおりですけれど

も、またご意見、ご討論をお願いしたいと思います。 
 
Ｈ委員    千葉県と各地の条例ですね、制定していないですけど流山市と

しては現在どうお考えですか。 
 
事務局    市の方では、昨年と同様変わりはありません。 
 
Ｈ委員    周囲の状況をみながら考えていくということですね。 
 
Ｉ委員    流山市の女性管理職ですね。県より低い状況で、例年増えてい

るのか、それとも現状維持なのか、それとももっと増やそうとし

ているのか、簡単にできることではないと思うが、その能力がな

いのか、それともやらないのか、それとも時期尚早なのか、それ

だけの体制を整えた採用をしてないのか、流山市としてはどうい

う方向、どういう考えなのですか。 
 
次 長    市の考え方としては、少しずつ増やしていこうとしている、将

来的にも増やす方向としている。職員の中でも女性職員でもいろ

いろ考え方がある。それだけのことができる人もおりますので増

えていくと思います。 
 
Ｉ委員    それはだいたい何人ぐらい、一生懸命やってる人は、というの

は衆議院、参議院選挙をみますと、女性は非常に投票率も高い、

こちらの方は必ずしもそうはいかないと思うが採用のこともある

から、ということで現在いる女性が２対８で２割ぐらいいるとい

うことで、それを女性を半分までもっていくという、その中から

優秀な人材を管理職に導入していくと、５年１０年と長期的にや

らないとそこまでいかないのか、さらに優秀な人材を採用してい

くのか、民間から中途採用するのかですね。そういう方向付けと

かできているのですか。 
 
事務局    そこまでまだ議論されていません。 
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Ｉ委員    そういう状況、実態がいま明らかにされたということですね。 
 
Ｈ委員    これをみますと女性管理者が減っているということですね、去

年１８名で、今年４月１日現在が１７名ということですね。 
 
事務局    職員の総数は１２００名ぐらいいるのですが、そのうち３００

名くらいが女性ですね。 
 
Ｈ委員    そうですか１２００名くらいいるのですね。 
 
事務局    職員の年齢構成をみるといま５０代の人が一番多く６０人くら

いいます。ですからあと１０年していくと定年退職していきます

から、バランスがとれなくなってくる。本来若い職員を増やすよ

うな考え方を本当はとってないと将来に向けてということであれ

ば懸念される。 
 
Ｉ委員    審議会の委員だけ４割を下回らないようにとしても、現実問題

はこういう数字が表面に現れてる、やっぱりうまくいってない、

男女共同参画ができてないと足元からみられるんじゃないかと思

うんですね。もっとこういうところを長期ビジョンを描いて、民

間でもそうですよ。一般職と総合職をうまく分けてビジョンを持

ってますからね。そういうところを考えていかなくてはならない。 
 
会 長    あと議長からで申し訳ないですけれども、女性を管理職にする

に当たって前からよくいわれるように女性の働く人たちのエンパ

ワーメントというんですか、資格能力を向上させていく、あるい

は教育の機会をつくるというように前から言われてることですけ

ど、市はそうしたことに対して女性職員の研修についてどの程度

実施されてるのでしょうか。 
 
事務局    職員の研修については、男女ということで別れているのではな

く、皆均等に機会が与えられているもので、たとえば５年たった

らこういう研修があるとか、そういうプログラムにしたがって今

やっている。ですから女だから出れない、あるいは男だからとい

うそういう区分された研修ではありません。 
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会 長    しかし、数字からいけば女性はうんと少なくなってくるのでは

ないでしょうか。 
 
事務局    女性職員そのものが少ないですからね。 
 
会 長    ですからそれが果たして、女性登用の場合、ちゃんと公平にな

っているかどうか、そのなんていうんですか、就職した年次によ

って、あるいは年齢によって決めていくとかそんなことがあると

思うんですがそういう風にやるとだいたい女性は不利になってき

ますよね。でこういうものを強化していこうという方向が出てい

るときというのは、その辺に配慮が必要なんじゃないですかね。 
 
Ｉ委員    その点私の会社はですね、年１回ですが女性に対して、あなた

は総合職として管理職になりたいですかという質問を必ずしてい

る。それによって、その彼女の将来を決めてやろうとそれなりに

考えてやってます。必ず個人面談みたいなものがある。それをち

ゃんと文書にして出さなくちゃいけない。中にはあまり上になっ

たら責任が重いからいやですよというのもいるし、いや最初から

総合職として私はやっていきたいという女性もいる。そういう手

を打っていかないと、意見も聞かないでただ単に登用するという

のではどうかと思う。 
 
Ｇ委員    私の前の会社には制度で総合職になっている方がおりましたが、

男性よりもかなり能力があってよほどがんばらないと男性と同じ

ところにはいられない。皆さん総合職になったんだけど出産とと

もに辞めていく人がすごく多かった。やはり出産と仕事と一緒に

していくということは大変なことなのですが、我孫子市ではいっ

たんやめた方を対象に３５歳から４２歳まで男女共同参画の一環

で中途採用をしている。年に 2 名なんですけど、楽には入れない。

競争率７００倍なのでかなり優秀な方が採用されています。今い

る職員を役職につけるのではなく、子育てが終わって、これから

いろいろやっていきたいという優秀な方を我孫子市のように中途

で採用していくということが大切だと思う。 
 
副会長    たしか市川市で市の職員の採用で受験資格の年齢制限をあげま

したね。ということによって中途採用が可能になったのですが、
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それには条例の改正を伴うのでしょうか、そうすることによって

全国から優秀な人たちが申し込みにきたというように、いまＧ委

員さんがおっしゃったように中途採用ということも一つ大きな打

開策になるんじゃないかなと、そのためには３０才までとか年齢

制限をとっていくということもしていかないと、できないという

ようなこともあると思うんですが。 
 
Ｉ委員    デパートなんかそういうことがありますね。子どもさんが育っ

たら戻ってきてもいいよというような。 
 
副会長    いま民間ではかなりやってますよね。いったん子育てで退職し

た人でももう一度採用するとか、かなり民間でもそういうことが

きちっと整備された会社が業績も上がり、優秀な人が集まりいい

方向に流れています。女性が働きやすい会社は業績がいいという

のは今調査した結果、数字的にも出ているそうですから、そうい

った面でも流山市も考えていくべきだと思います。 
 
Ｉ委員    そうでないと合計特殊出生率１．２９を上昇させることは守れ

ませんよ、中途採用で大いに採用して欲しいと思う。流山市でも

考えたほうがいい。 
 
副会長    いったん子育てやいろいろな理由でやめた人にも、また働きた

いという人にはチャンスを与え、働きながら子育てしている人に

も働きやすい環境を創るという両方向だても必要だと思う。 
 
Ｉ委員    ３ヶ月だけ産休を取るというような法律だけではおそらくカバ

ー出来ないと思いますね。女性の立場だったら、もっと長期的な

視野でみてあげたい。活躍の場を与えてあげたいと思う。 
 
Ｈ委員    ヨーロッパでは、法律で決めている所もありますよ。 
 
副会長    スウェーデンとかですね、もうそうしないと、受け入れないと

だめだという法律で決めているところがありますね。 
 
Ｉ委員    たとえば身体障害者の方の受け入れのこととかありましたよね。

ああいったように法律ということで考えていかなくてはだめです
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ね。でないとこれ絵に書いた餅になりますよ。 
 
会 長    ありがとうございました。こういう問題がですね勤労社会全般

でそういった考えをもっていかなくてはいけない訳ですが、しか

し日本の現状からいくと、まあまず役所がやりなさいというのが

方向性だと思いますので、行政のほうで機会あるごとにこういっ

た考え方にのっとった施策を講じていかなくてはならないと思い

ます。 
さらに何かご意見ありますでしょうか。いろいろ貴重なご意見

をいただいておりますが。ございませんでしたら進ませていただ

きたいと思います。 
それでは議題４の審議事項の検討について、これにつきまして

は資料３の１、２、３、４とだいぶ膨大な資料がいってるんです

けど、これ一応事務局整理をお願いできますか。 
 
事務局    それではまず議題４の（１）職員意識調査について申し上げま

す。 
男女共同参画社会の実現に向けて、流山市では男女共同参画プ

ランを策定し、市が率先して職員の意識改革、職場の環境整備、

女性職員の登用などを推進しているところでありますが、市職員

の男女共同参画に係る意識や職場の実態等を把握するため、職員

意識調査を実施するものであります。職員意識調査は平成１０年

度に実施しており、今年は６年ぶりの調査となりますがその間の

意識の変遷や制度の改革にともなう社会状況等の推移も踏まえ、

今後のプランの見直し等に反映させたいと存じます。 
       なお、お手元に配布の資料は、既に流山市男女共同参画推進本

部の研究会で勘案し作成した質問事項で、平成１０年度に実施し

た職員意識調査をベースに、今日の社会状況に対応する内容にア

レンジまたは追加をしております。 
       質問事項の概要につきましては、「日ごろ、あなたが個人的に思

っていることについて」と「職場における男女共同参画施策及び

職場環境等」についての、大きく２つの質問事項に分けてありま

す。 
また、今回はセクハラについてより踏み込んだ内容とし、人権

意識の普及や啓発にも資する内容としております。 
       この案は、先日、流山市男女共同参画推進本部の幹事会におい
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ても、検討され、この資料の後ろにその時の意見をまとめてあり

ます。 
       本日はこの案について、皆様からご意見をいただき、今秋の意

識調査を実施したいと考えておりますので、よろしくお願いいた

します。 
 

つづきまして､議題４の（２）男女共同参画の視点における｢子

育て支援に｣ついてご説明申し上げます。 
資料３－２をご覧ください。 
男女共同参画の視点における｢子育て支援｣につきましては、去

る８月７日、８日に、当審議会の委員や、当市の男女共同参画情

報紙の講師もお願いしております､Ｂ委員に講師をお願いし、流山

市男女共同参画社会づくり講座として子育て支援者講座「いまど

きの子育て事情と支援のあり方」を開催いたしました。受講生か

らアンケートをいただきましたところ、「安心して子育てができる

ようにするには､何が必要だと思いますか。」と言う質問に対し、

育児休業制度の充実や､夫の育児参加、保育・託児サービスの拡大

等､雇用の分野における男女の均等の機会と待遇の確保に関する

意見が多く寄せられました。男女が安心して子供を産み育ててる

ことのできる社会の推進を目指し､男女共同参画の視点における

｢子育て支援について｣皆様のご指導､ご意見を頂戴いたしたいと

存じます。よろしくお願いいたします。 
 

つづきまして､議題４の(３)ＤＶ対策についてご説明申し上げま

す。 
資料３―３をご覧ください。 
平成１５年度のＤＶ相談受理状況でございます。千葉県全体の

年間相談受理件数は２９９６件あり､流山市におきましては､４４

件ございました。当市では､平成１５年４月に男女共同参画推進本

部により｢女性と子供への暴力に対する窓口対応マニュアル｣を作

成し、ＤＶ担当窓口であります､秘書広報課､子育て支援課、社会

福祉課等関係各課に配付してございます。 
また、｢配偶者暴力防止法の改正が、平成１６年６月２日に公

布・１２月２日施行となっており､被害者の同伴する子供への接近

の禁止や、退去命令の期間を２週間から２ヶ月に拡大すること等

が決まっております。 
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また、千葉県では､平成１６年６月１日から県内１４箇所の施設

を｢配偶者暴力支援センター｣として指定し、千葉県女性サポート

センター及び千葉県女性センターと合わせて１６箇所の配偶者暴

力相談支援センターが出来ました。 
（また、本年７月に開催いたしました、｢第１回ちば男女共同参

画行政担当者連絡会議｣での意見交換資料６とありますが、ＤＶ対

応に関して、庁内連携体制や、ＤＶシェルターの有無について各

市の状況がございます。） 
議題４の（３）ＤＶ対策について皆様のご意見をよろしくお願

いいたします。 
 

つづきまして、議題４の(４)流山市男女共同参画ﾌﾟﾗﾝの周知・啓

発、推進方法について、ご説明申し上げます。 
資料３－４をご覧ください。 

意見交換資料２ とございますが、本年７月に開催いたしました、

｢第１回ちば男女共同参画行政担当者連絡会議｣での意見交換資料

ですが、プランの進行管理、調査の時期や､評価の手法などについ

て、各市の意見が述べられております。 
男女共同参画ﾌﾟﾗﾝの事業は､目標数値が設定できない事業も数

多くあり､評価方法等、各市、苦慮している状況がみられます。 
議題４の（４）流山市男女共同参画プランの周知・啓発、推進

方法について、皆様のご指導ご意見を、宜しくお願いいたします。 
 
会 長    ありがとうございます。これだけ膨大な資料で中身がいっぺん

に目の前に参りますとなかなか消化不良をおこしそうですけど、

ただ、この中で流山市の職員意識調査を今年行いますということ

については、現在進行中ですので、そういうことだと思うのです

が。あとこれらの問題を目の前にして、我々は今年度いったい何

を考えていくかということなんですが、で結局大変乱暴な言い方

かもしれませんが、男女共同参画の問題は色々個々の問題につい

ては先程からいろんな切口が示されています。そこに流れている

ものは同じじゃないかなと思います。男女共同参画というのはな

ぜそのような名前になったかというような説明もありましたが、

男女の完全な意味での男女の差別、区別はないんだというところ

に帰すると思うんですね。さしあたって、私どもに今年度どうい

うテーマを掲げてやったらいいか、ということになると思うんで
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すね。その辺についてまとめたような意見をいただければ大変あ

りがたいと思うんですけど。 
 
事務局    ４つまで説明いたしましたが５でその他としてございますので、

私どもで提案した以外にもありましたらどうぞお願いします。 
 
会 長    いかがでございましょうか。 
 
副会長    まず１番の職員意識調査というのを現実にやるということで、

この資料では、こういう質問状をだしますということで、もう１

度これでいいか検討するということはもう決まった課題としてあ

るわけですよね。あと２番、３番、４番までの、あるいはその他

ということでどれか１点か２点どれに絞って協議していくかとい

うことなんでしょうか。 
 
会 長    そうですね。 
 
副会長    では、みなさんから意見を伺ってということになるんですね。 
 
会 長    意識調査について進行中ということで、先ほどからここに示さ 

れましたように、いろいろ項目があがっておりますけど何かこれ 
についてご意見があればということが一番目かと思いますが。 

 
Ｊ委員    この職員意識調査をした後は、これを回収した後、どういう風 

に改善するか、今後の対策をお立てになるのでしょうか。 
 
事務局    結果をもとにプランの推進に役立てていきたいと思います。 
 
Ｊ委員    では、この結果は数字をまとめて審議会にかけるということで 

すか。 
 
事務局    はい、後でご報告いたします。 
 
Ｉ委員    これは市職員だけですか。学校関係とか会社とかある程度選 

んでやるということはないのですか。 
事務局    平成１０年度と同様に市役所職員を対象に考えております。 
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Ｉ委員    役所のアンケートの答えはイコール民間の答えとはならないん 
じゃないですか。そこに流れている男女共同参画事業というのは 
どこでも一緒だろうと思います。それなのに市役所だけのそのア 
ンケートでいいのかと思ったのですね。 
特にセクハラなんかね、入れてますけれどこんなの取り上げて

いいのかなと思う。これ公開するんでしょう。セクハラありまし

たよ。そんなことして効果があるのかなと思います。男女共同参

画事業のデータ的には分かるんだけどアンケートとして適切かど

うか疑問に感じました。それから問の３番４番あたりですね。男

は仕事、女は家庭とういう考え方、世の中変化してきてるわけで

すね。 
 
副会長    あのこれアンケートの質問内容についてこれから討議されるん 

ですよね。 
私もこれをいただいてこの案はかなり問題があると思っていま

す。申し上げなくてはならないことがあります。 
 
事務局    実施は秋を予定しておりますのでそれまでに審議会はありませ

んので、いまこの場でご意見をいただけたらと思います。もしく

は９月中に、これは１１月に実施したいと思うのでファックス等

をいただけたらありがたいと思います。 
 
副会長    ではいまこの場で調査表について皆さんとお話したいと思いま

す。 
 
Ｈ委員    平成１０年におこなったアンケート、これは効果的に使われた

んですか。 
 
会 長    ようするに、それを踏まえて今度の設問が出来ているかという

ことですかね。 
 
事務局    １１年、１２年でまとめましてプランができています。 

今回の結果をまたプランの改正に役立てていきたい。市民の

方々の意識を揚げていくにはまず職員からで、たとえは道路作業

というとたいてい男性であり、そこに女性が出て行くとか目だっ

たことをやると市民の方に気付いてもらえる。平成１０年にやっ
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たとき、男女共同参画があると気付いてもらえたかと思う。いま

離れてしまっているかなということもあります。 
 
会 長    いずれにしても、たとえば、Ｅ委員さんは商工会の関係ですよ

ね。またＤ委員さんは介護、福祉の関係から女性問題についてい

ろいろご意見があると思うんですね。やっぱりそういうお立場か

ら意見をいただけたらと思うんですが。今日、いまそこですぐと

いうことだけじゃなく、後日でも情報をいただいてもよろしいん

ですけど。それと先ほどからご意見いただいてないのですけど、

Ｆ委員さんも何かご意見いただけたらと思います。 
 
Ａ委員    平成１０年と比較が必要ということで１０年のアンケート調査

の項目を知りたいんですけど。当然意識変化という意味では新し

いテーマを知りたい。 
 
副会長    新しい質問を言いますと新しく入れたのは、１番の「日頃あな

たが個人的に思っていることについてお尋ねします。」という質問

と２番の「職業について」の大きく２つに分けたことが今回変わ

っています。今から申し上げますことは、前回の審議会で委員が

いろいろ意見を申し上げて、それを汲み取った形、具体的には、

問６、７、８、９、１１、１６、１７、１８、１９、２０、２１、

２２、２３、２４以上が新しく、質問の仕方を変えたのも含めて

変わっております。 
 
会 長    これを今日一つづつ個別に検討して結論を出すのはかなり困難

ですね。 
 
事務局    先ほど事務局のほうからお話がありましたとおり、これを秋に

なって実施をしたいということですから皆さんから、意見をいた

だいて修正してわかりやすいものにしていきたい。たとえばこれ

を皆さんがやっていただいて、自分で書いてみて、ここの書き方

がわからない、聞き方がおかしいというものがあったら２８日ま

でに提出していただければ、ファックスでも結構です。これを今

この場で一つずつしていくのはできませんから、こんな風な形で

やっていただければありがたいと思います。 
会 長    事務局のご提案ですけどいかがでしょうか。 
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委 員    異議なし 
 
会 長    ではご意見のある方はよろしくどうぞお願いします。盛りだく

さんでなかなか大変なんですけども。そういたしますとあとどう

いうことにしようかということなんですが、どれを取りましても

この分野の討論としては当然の問題ばかりなんですが、そんなに

抱えこんでもいっぺんにできることでもないですし、先ほど申し

上げましたように問題はだいたい関連しあっておりますので、重

点的に取り上げる方向もいいのではないでしょうか。よろしくお

願いいたします。 
では、Ａ委員から回していただけたらと思いますので、お願い

します。どういった問題を取り上げればいいかを手短にお願いし

ます。 
 
事務局    皆さん方に議題の４ということで資料がいってますが、審議会

として本来は市長からこうした問題についてご審議して欲しいと

いうことで、ご意見をいただく諮問というやり方が普通なんです

が、今回諮問はありませんので、こういう議題というものを審議

会の中で１つ２つ選んでいただいて、それで一つの方向付け、流

山市としては、たとえばＤＶ対策としてはこういう方向がいいん

じゃないか、そういうまとめ方をしていただいて、それが市長に

対する建議としていただければありがたいです。 
 
会 長    皆様のお手元に別紙で資料がいっておりますが、いま次長から

いわれたものです。 
 
Ａ委員    流山市の現状を把握していないので勘違いかもしれませんが、

先ほど出ていた、審議会等の人材不足に関係して、柏市は成功し

ているかわからないですが、女性団体ネットワークみたいなもの

を作るようにして、パートナーシップさんもそういう団体なのか

もしれませんが、そういう横の連絡をもって人材を発掘していく

システムづくりも一つのテーマかなと思います。で、実際やられ

てみていろんな団体から出席してもらう。いろいろな女性団体を

組織してますからいろいろな人脈が出来てきます。あの人はこう

いうことを知ってるとかそういう意味でそれを利用してさまざま

な委員会にいろんな人を活用していくという作用になると思いま
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す。 
 
会 長    ありがとうございました。Ｂ委員いかがですか。 
 
Ｂ委員    ある程度２年間というのがあるわけですから、今年度、そして

来年度も続けると考えれば、女性団体が流山は少ないので、子育

て関係のネットワークづくりとして学校のＰＴＡや児童館だとか

子供をキーワードとしたネットワークを作り、そこに保護者も巻

き込んでシステムづくりをやれたら議題２と４を両方を入れたネ

ットワークとなるキーパーソンを作れるのではないか。 
 
会 長    ありがとうございました。それではＣ委員お願いします。 
 
Ｃ委員    民生委員のほうでは、やはり学童というか、いま言われた子供

をキーワードとして進んでいければというと、個々には結構やっ

ていて「子育てのちょっとホットタイム」といったお子さんとお

母さん、お父さん、そして主任児童委員が関わって、初石公民館

や南流山センター等でやっているので、これを絡めていけば一般

市民の間で段々幅が広がってくる。そういった中で流山市の男女

共同参画に食い込んでいけるのではと考えます。 
 
会 長    ありがとうございます。ではＤ委員お願いします。 
 
Ｄ委員    介護の方からいわせてもらえば、定年退職後、老人大学等で介

護の研修を受けた人たちが大勢いらっしゃいますが、こうした

方々が介護に実際たずさわっているかというとそうではない実態

があります。実際には、妻とか息子の奥さんがやっている。男性

も介護に参加できるようになればよい。特に元気な高齢者が介護

に参加してもらえるようになればいいのですが、介護にはお金も

かかるし、男性も目に見える労働力となってもらえれば大変助か

る。それには男女共同参画の意識が必要。子供のころから教育の

中で取り組んでいくことも必要だと思います。４のプランの周

知・啓発、推進が大切だと思います。 
 
会 長    続きましてＥ委員お願いいたします。 
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Ｅ委員    意識調査表ですが、内容は時間的なものがあるのでこの場では

難しいと思いますが、先ほどＩ委員さんが言われたように、調査

対象が市職員だけではもったいないと思います。先ほどのお話に

あったように、市の職員の男女比を見てみますと、女性のほうが

明らかに少ないようで、アンケートの結果に男女差が出てきてし

まうのではないでしょうか。また、セクハラ等は民間企業のほう

が雇用体制の性質上、行政よりも比較的多いように感じられます。

まず、いろいろな対策を立てる前にその辺の情報を正確に掴む必

要があるのではないでしょうか。私の所属する商工会という組織

は、家族企業が大部分を占めているので、ある一定の従業員数を

超える企業を対象に調査を実施してみてもいいかもしれません。 
また、市の職員の方々については、庁内において男女共同参画

をある程度耳にしているので、多少意識は高くなっていると思わ

れます。その中で調査を実施されるのであれば、アンケートの中

身についても意見を収拾できたら良いと思います。その結果を踏

まえて設問を改正し、民間企業に調査をされてみてはいかがでし

ょうか。 
 

会 長    ありがとうございました。それではＦ委員お願いいたします。 
 
Ｆ委員   本当に難しいとばかり言ってては、何も進まないのですけど、民

間の企業ですが女の人だけで立ち上げた会社をつくって、その時

にみんなパートという訳ではないのですが、でも時給制ですね、

働いている人の中に赤ちゃんを出産するので休みたいという人が

いて、人事を担当していたのですが復帰後に同じポジションに復

帰させようとしたらすごいバッシングを受けた。その人の代わり

にやっていた人に譲るべきだとか女の人から言われた。現状は厳

しく言葉が上滑りしている。男女共同参画というきれいな言葉が

あるが実際には、３００人以上の企業では、法律とか適用される

けど、もっと小さな企業であればあるほど、休まれたら迷惑だと

いうように現実は相当厳しい。そういうことを言ってたら進まな

いという感じですね。４の啓発が大事だと思います。 
      
会 長    はいありがとうございました。ではＧ委員お願いいたします。 
 
Ｇ委員    職員意識調査はそれだけでは、何となく形だけで、男女共同参
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画の盛り上げだけでしかないと思います。この会議も回数からす

ると形だけになってしまうので、そうならないようにして欲しい。

本当にやるには２から４、これをやれば３も出てくる。母親の意

見を集約できる場が必要でそれを学校の授業参観のあとなどに機

会がもてればいいのだが、公民館の講座を学校に出前講習したい

と提案した時に学級開放は、難しいと言われてしまったので、そ

の辺の制度的なことの改善を提案したい。また、ゆうゆう大学卒

業生の受け皿がないこともあり、ボランティアの講師として登録

して家庭教育の中などで子育てについて話してもらえれば世代交

流にもなる。子育て中のお母さんはお金も時間もないし、習いに

行きたくても行けないし、家庭教育大学というような形で核家族

の子育て中の人たちに対し卒業生が昔の 3 世代のような交流をし

て、意見をしてもらえたらいいと思います。 
テーマとしては２と４がよいです。 

 
会 長    ありとうございました。それではＨ委員お願いします。 
 
Ｈ委員    私はなんといっても４番の参画プランの推進と周知、啓発がベ 

ースになると思います。ただ、その前に男女共同参画という言葉 
を黄門様ではないけど、これが目に入らんのかというのではだめ 
ですね。このやっぱり参画を前に出すと抵抗があるんですね。た 
とえば子育てや介護等をでもいいのですが、そういった言葉をテ 
ーマにした研修でも講座の中でそういったこの精神をですね、推 
進、啓発することが必要ではないかと思います。皆さんがおっし 
ゃるとおり４か２ということになりますね。男女共同参画という 
と、そんな難しい話はよせということになるでしょうから。先ほ 
どのアンケートの話が出ましたけど、地域などでアンケートとい 
うことでポーンと出すと結構抵抗ある。ですからちょっとした遊 
び的な要素を取り入れてやるといい。放送大学の伊藤先生のよう 
におもしろおかしくやると、あら、そうねということがあります 
けど、ただ、あまり始めっからアンケートということで５０項目 
も６０項目も作ってやるのは、まだ先の問題ですね。簡単なもの 
からやって、できれば遊び的な要素を取り入れてやっていくのが 
いいと思います。 

  
会 長    ありがとうございました。それではＩ委員お願いします。 
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Ｉ委員    私が一番思うのは子育てですね。その中で特にＰＴＡの改革、 
      偏ったお母さんたちがほとんどですよね。女性中心で会長さんと 
      副会長さんが男性であとは全部女性の意見。いま一番盛り上がっ 

ているのは偏重しているからそれを直そうとして、是正していこ 
うということで、それなのにＰＴＡは女性ばかり、自治会にいっ 
たら今度は男性ばかり、このへんのところですね。市役所もそう 
ですね。 

いま話し合ったように、できるだけ皆さんに責任分担をさせて 
      あげたい。私もやはり思うのは、男は男らしく、女は女らしくあ 

りながらのベースにおいて、共同でやるべきものは何かというこ

とを本当はやりたかった。私はそういうところに向かっていくの

かと思ってたんですが、宿題をいただいたらアンケートがぽっと

出てきたんでびっくりした。結論をいうとＰＴＡの改革をぜひや

るべきだなと思います。男、お父さんあたりの意見をもっと反映

すべきだ。自治会では、特にマンションでは、共同生活がしたく

ないからマンションへ来た、だから市のクリーン作戦しかやって

いない。その他何もしなくても管理組合がちゃんとやってくれる。

誰が出るかというとお母さんしかいない。最初は男性もいっぱい

出たんですけど、だんだんやることをやらなくなってきた。偏重

をきたしているんですね。その辺を是正していける方法、特にＰ

ＴＡを何とかしたいなと思う。あとは会議ですけれど、実をいう

とお金を貰えると思っていなかった。事務局から年３回ですから

といわれてそんなもので審議が出来るのかと思ったから驚いてい

ます。私はボランティアと思っていたからもう少し会議を増やし

てもっと審議すべきじゃないか。それでないとなかなかこれテー

マが大きくて男女共同参画なんて大きすぎて、もっと身近なとこ

ろから手をつけていく議題とかあって、それを審議するのかと思

っていたがこんな分厚い本をぼかっといただいて、これはえらい

こっちゃと驚いた。そんなことでいろいろ申し上げたがＰＴＡ改

革と会議をもっと増やして身近なところを織り込んでやっていけ

たらと思います。 
 
会 長    ありがとうございました。それではＪ委員お願いします。 
 
Ｊ委員    私もとっつきやすいところで、子育てを通じて男性、女性の意

識を改革しないといけないと思います。子育ては女性の仕事で、
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男性は入学式とか卒業式だとかに形だけ参加するのではなくて、

最近のお父さんは土日だとかに子供と一緒に外へ出たり、私たち

の育ってきた頃よりずいぶん一緒に子育てをしていると見受けら

れるんですけど、まだまだ仕事一辺倒で、普段の子育てにお父さ

んが参加してるように見えないので、そういった男女の意識改革

が必要だと思いますので２番について、もっともっと話し合って

いきたいと思います。 
実際問題、私の経験した中にはＰＴＡの会議でもお父さんが来

られるような時間、たとえば夜間に会議をもつとか、あるいは公

民館の事業も夜間や土曜日、日曜日に行うことで、もっと家庭で

の参加ができるようになると思うので、従来の枠をとっぱらった

改革できる部分をもっとどんどんお父さんを巻き込んでの改革の

できるような方向づくりをこの場でしていけたらと思います。実

際問題、男女共同参画プランのリアルは少ないと思っております

ので、ここら辺のもっと子育てだけじゃなくて、お母さん達もで

きることがあるんだよと、一般の市民の方にもお知らせできるよ

うな体制が取れたらと思っているので私も４番の方も話し合って

いきたいと考えます。 
 
会 長    ありがとうございました。長時間に渡って皆様からの貴重なご

意見をちょうだいいたしました。今の意見については（１）（２）

（４）辺りに皆様の意見が集中してるように思います。こういう

ものを今後とも事務局でまとめていただいて、実際の運動の中に

生かしていただきたいと思います。以上でだいたい討議が済んだ

かと思いますがこれでよろしいでしょうか。 
 
Ｃ委員    先ほどの行政の方で庁内のアンケートをとることについて、最

終的には男女共同参画の始まった時点で、やはり自分の足元から

ちゃんとしていかないといけないとの会長からのお話があったの

で、まず自分のところの市役所の中の人のアンケートをとって、

それをベースにやはり一般の人に広げていくというか、自分の所

でやらないで他の人にばっかりアンケートをとっても意味がない

から、やはり行政の方としてはそれを基本的なものとして、これ

からそれを流していく。先ほど言ったように職員の意識調査が１

番上に載ってますよね。これをベースとして、２番、４番そして

やっぱり３番もからんできて、やはりＤＶの問題もたぶん絡んで
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くるのじゃないかと思うんですが、男女共同参画の中で。今まで

はＤＶの問題のところは男性はもっと意識を持たないと、そうい

う問題もあるので、だから行政の方はそういう建前なんで、先ほ

どＥ委員さんとか意見が出たんですけど、とりあえず行政の方で

ベースにして、それから市民に諮っていかないと、行政の方はこ

ういう意識がでました、ということを皆さんに知らせ、それから

皆さんどう思いますかとしないと、急になかなか短い期間ではで

きないので、やはりそれは慎重にそういうのを考えてやっていけ

ればいいと思います。 
 
Ｂ委員    やっぱり調査をするときに、流山独自の問題を何なのかという

ところを見ていく時に、職員は流山に在住の人ばっかりでないと

思いますが、流山の状況をご存知の方がやはり多いんじゃないか

なと思うんですよ。そう考えたときには、Ｃ委員さんがおっしゃ

たようにパイロットとしての職員の調査をして、その中で結論が

でてきたものは何なのか、あるいはもっと突っ込んで聞いた方が

よかったのは何なのかということを１０年の調査と比較して、そ

して更にそれをベースにして使えば、たとえば企業なり、あるい

は市民調査に持っていくのでしょうか。段階を踏まないといけな

いと思います。そういう意味では職員数１０００人ぐらいという

と、相当大きなパイロット調査になると思います。 
ですから、かなり設問も次の段階をどうするのかということを

念頭において作っていけば常に利用できると思います。パイロッ

トとして使うということを前提に調査すれば次にステップが出来

ると思います。そうしたら質問もきちんと作っておけばいいと思

います。 
 
会 長    ありがとうございました。以上でだいたい討議は尽くしたよう

に思いますけどこれで閉会にしてよろしいですか。 
 
委 員   異議なし。 
 
会 長   長時間に渡り熱心なご討議をありがとうございました。これで終

了させていただきます。 


